
1 

指定生活介護事業 重要事項説明書 

 
あなたに対する生活介護事業のサービス（以下「サービス」という。）提供開始

にあたり、厚生労働省令に基づいて当事業所があなたに説明すべき内容は次の

通りです。 

  
１ サービスを提供する事業者 

名称 社会福祉法人わらしべの里 

所在地 栃木市大宮町２７０８－３ 

電話番号 ０２８２－２７－１６２７ 

代表者氏名 理事長 大橋 誠 

設立年月日 平成１３年１０月１日 

 
２ 利用施設 

事業所の種類 生活介護事業（平成３０年１０月１日指定）     

事業所の名称 わらしべの家（事業所番号：０９１０３０００６０） 

事業所の所在地 栃木市大宮町２７０８－３ 

連絡先 
ＴＥＬ ０２８２－２７－１６２７ 
ＦＡＸ ０２８２－２７－１６７５ 

管理者 金坂 尚慶 
サービス管理責任者 佐藤 崇裕 
サービスの実施地域 栃木市（旧岩舟町、旧藤岡町を除く） 

主たる対象者 知的障害者 

定員 １４名 

開設年月日 平成３０年１０月１日 

 
３ サービスの目的・運営方針 

目的 
利用者が自立した日常生活又は社会生活を営むことができる

よう、排せつ及び食事の介護、創作的活動又は生産活動の機会

の提供その他の便宜を適切かつ効果的に行います。                        

運営方針 

①利用者の意思及び人格を尊重し、常に利用者の立場にたって

事業支援を提供するよう努めるものとします。 

②できる限り居宅に近い環境の中で、地域や家族との結びつき

を重視した運営を行い、市町村、指定障害者支援施設や指定障

害福祉サービス事業を行う者、その他の保健医療サービスまた

は福祉サービスを提供する者との密接な連携に努めるものと

します。 

③「指定障害福祉サービス事業の人員、設備及び運営に関する

基準等に関する省令」に定める内容のほか関係法令を遵守し、

事業を実施するものとします。 
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４ サービスに係る施設・設備等の概要 
（１）施設 
第１作業所 

建物 

構造 鉄骨造亜鉛メッキ鋼板葺陸屋根２階 

敷地面積 ４７５．３０㎡ 

延べ床面積 ３６２．９０㎡ 

第２作業所 

建物 

構造 鉄骨造亜鉛メッキ鋼板葺２階 

敷地面積 ６０２．３８㎡ 

延べ床面積 ３４２．６８㎡ 

 
（２）主な設備 
第１作業所 

 備考 

事務所 法人の事務所 

面談室 各種面談等 

作業室 自主製品事業・ＰＣ事業 

医務室 静養室・女子更衣室兼務 

食堂 テレビ 

厨房 給食は外部委託 

トイレ バリアフリートイレ 

第２作業所 

 備考 

多目的室（大） 面談／作業／休憩／ロッカー等 

多目的室（小） 休憩／物置等 

作業室 請負事業 

トイレ バリアフリートイレ 

エレベーター 定員３名・積載量２００kg. 

当事業所では、厚生労働省の定める指定基準を遵守し、以上の施設・設備を設

置しています。 

 
５ サービス提供職員の設置状況 

職 種 員数 常 勤 非常勤 
常勤換算 備 考 

 専従 兼務 専従 兼務 

管理者 １  １   ０．５  

サービス管理責任者 １  １   ０．５  

生活支援員 ２ ２    ２．０  

医師 １     ０ （嘱託） 
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看護師 ２   ２  ０．１ （業務委託） 

当事業所では、厚生労働省の定める指定基準を遵守し、指定障害福祉サービス

を提供する職員として、上記の職種の職員を配置しています。 

 
（ア）各職種の勤務体系 

職種 勤務体系 

管理者 正規の勤務時間帯（８：３０～１７：３０） 

サービス管理責任者 正規の勤務時間帯（８：３０～１７：３０） 

生活支援員 正規の勤務時間帯（８：３０～１７：３０） 

 

（イ）営業日と営業時間 

営業日：月曜日～金曜日  

ただし、国民の祝日に関する法律に規定する休日、年末年始の休日（１

２月２９日から翌年の１月３日まで）、休日の代休日及び法人が特に必

要と認めた日を除きます。 

営業時間：８：３０～１７：３０まで 
サービス提供時間：９：００～１６：００まで 

 

その他：事業計画に定めたレクリェーション等の行事開催日は、営業日及び当

該行事開催時間を営業時間（サービス提供時間）とすることができま

す。 

 
６ サービス提供の内容 
（１）介護給付費対象サービス内容 

サービスの種類 サービスの内容 

相談及び援助 
常に利用者の心身の状況、その置かれている環境等の的確な把

握に努め、利用者またはその家族に対し、その相談に応じると

ともに、必要な助言その他の支援を行います。 

介護・介助等 
自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう、排せ

つ及び食事の介護、その他の支援を行います。 

生産活動 

生産活動の機会を提供します。 
①請負事業 
②自主製品事業 
③ＰＣ事業 
＜工賃の支払＞ 
上記生産活動における事業収入から必要経費を差し引いた額に

相当する金額を工賃として、生産活動に従事している利用者に

支払います。 

訪問支援 
サービスの実施にあたり必要があるときは、施設外支援（家庭

訪問等）を行い支援します。 
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事業所外支援 

常時サービスを利用している利用者が、心身の状況の変化によ

り、５日以上連続して利用がなかった場合は居宅を訪問して利

用状況を確認し、月２回を限度として、同意の上で次の支援を

行います。 
①引き続き現行のサービスを利用するための動機付け 
②再アセスメントに基づく個別支援計画の見直し 

③相談支援事業者への斡旋・連絡調整 

健康管理 

①月１回嘱託医問診の実施。 
②年１回健康診断の実施。 
③年１回インフルエンザ予防接種。（希望者） 
④年１回大腸がん検診。（希望者） 
⑤週１回程度の看護師によるバイタルチェックの実施。 

服薬管理 
原則、利用者の責任において管理していただきます。しかし、

管理ができかねる利用者については、家族と相談の上、ケース

担当職員が管理します。 

 
（２）介護給付費対象外サービス内容 

サービスの種類 サービスの内容 金額 

食事サービス 

毎月の献立表により、栄養と利用者の身体状況

に配慮したバラエティに富んだ食事を提供し

ます。また、食事を美味しく、楽しく食べるた

めに、次の点に配慮します。 
①利用者に嗜好調査（リクエストメニュー）を

行い、その結果を献立に反映します。 
②利用者が美味しく食べられるように、適温の

食事を提供します。 
③食材・素材に季節感を取り入れ、また盛り付

けや食器にも工夫します。 
④毎月の献立について、その情報を利用者に提

供するため、食堂に掲示します。 
＜食事時間＞  
昼食１２：００～１３：００（休憩時間を含む） 

１食５８１円 

 

ただし、公費助成

がある場合は、そ

の額を控除した

額とします。 

（１食２８１円） 

送迎サービス 
希望する場合は、定められたステーションにて

送迎車両を利用することができます。 
無料 

日常生活上必要となる

諸経費 

利用者の日常生活品の購入代金等や日常生活

に要する費用で、負担して頂くことが適当であ

るものに係る費用を受け取ることができます。 
①日用品費    ②保健衛生費 
③教養娯楽費   ④行事参加費 

（入場料、昼食代金等） 

実費 
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＜サービスの概要＞ 
全てのサービスは、「個別支援計画」に基づいて行われます。本事業所のサービ

ス管理責任者が作成し、利用者の同意をいただきます。なお、「個別支援計画」

の写しは利用者に交付いたします。 

 
７ 利用料金 
（１）介護給付費対象サービス内容の料金 
介護給付費対象サービスを提供した際は、サービス利用料金として、厚生労働

大臣の定める額のうち市町負担分を当該市町から代理受領します。その場合、

利用者は利用者負担分について事業所にお支払いいただきます。 
なお、代理受領を希望しない場合は、厚生労働大臣の定める額の全額をお支払

いいただきます。 

 
（２）介護給付費対象外サービス内容の料金 
上記「６．サービス提供の内容（２）介護給付費対象外サービス内容」の項目

をご参照ください。 

 
（３）利用料金のお支払方法 
前記（１）及び（２）の料金は１ヶ月ごとに計算し、ご請求しますので、指定

された日までに、納入してください。 

 
８ 利用者の記録及び情報の管理等 
（１）事業者は、法令に基づいて、利用者の記録及び情報を適切に管理し、利

用者の求めに応じて、その内容を開示します。また、記録及び情報については、

サービスを提供した日から５年間保管します。 
※閲覧、複写ができる窓口業務時間は、９：００～１６：００です。 

 
（２）利用者の個人情報については、個人情報保護法に基づいた対応を行いま

す。ただし、サービス提供を行う上での他事業所及び医療機関等との連絡調整

や市町及び関係機関に情報提供を要請された場合は、利用者の同意（「個人情報

使用同意書」による）に基づき、情報提供を致します。 

 
９ 緊急時の対応 
利用者の病状急変等の緊急時には、家庭に連絡するとともに、速やかに医療機

関への連絡等を行います。 

 
１０ 要望・苦情等申立先及び虐待防止に関する相談窓口 
（１）要望・苦情等申立先 

当事業所ご利用相談窓口 
①窓口担当者   松本 圭子 
②苦情解決責任者 金坂 尚慶 
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③ご利用時間  ９：００～１６：００ 
④電話番号   ０２８２－２７－１６２７ 
 ＦＡＸ    ０２８２－２７－１６７５ 
⑤その他    担当者が不在の場合は、事業所事務室

までお申し出ください。 

わらしべの里第三者委員 
野尻 政彦 電話番号０９０－５３３５－４６９１ 

永島 徹 電話番号 ０２８３－６２－７０８２ 

栃 木 市 福 祉 総 務 課 
①所在地   栃木市万町９－２５ 
②電話番号  ０２８２－２１－２２３７ 

栃木県運営適正化委員会 
①所在地   宇都宮市若草１－１０－６ 
②電話番号  ０２８－６２２－２９４１ 

 
（２）虐待防止に関する相談窓口 

虐待防止に関する相談窓口 

①窓口担当者  松本 圭子 
②ご利用時間  ９：００～１６：００ 
③電話番号   ０２８２－２７－１６２７ 
 ＦＡＸ    ０２８２－２７－１６７５ 
④その他    担当者が不在の場合は、事業所事務室

までお申し出ください。 

 
１１ 協力医療機関 

医療機関の名称 とちぎメディカルセンター とちのき 

院長名 成田 純一 

所在地 栃木市大町３９－５ 

電話番号 ０２８２－２２－７７２２ 

診察科 
内科・循環器内科・小児科・外科・整形外科・脳神経外科・

皮膚科・泌尿器科・婦人科・リハビリテーション科・老年

内科・腎臓内科（人工透析） 

入院設備 あり 

 
１２ 非常災害時の対策 

非常時の対応 別途に定める消防計画により対応いたします。 

平常時の訓練 
別途に定める消防計画に則り、毎月、避難・防災訓練を、

利用者の方も参加して実施します。 

防災設備 
①自動火災報知器  有   
②誘導灯      有  
③カーテン等は防炎性能のある物を使用しています。 

消防計画 防火管理者：金坂 尚慶 

保険加入 店舗総合保険・企業総合保険に加入しています。 
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１３ 当事業所ご利用の際に留意いただく事項 

設備・器具の利用 
事業所内の設備、器具は本来の用法にしたがってご利用く

ださい。これに反したご利用により破損が生じた場合、賠

償していただくことがあります。 

喫煙 全館禁煙です。 
貴重品の管理 貴重品は、利用者の責任において管理していただきます。 

宗教活動・政治活動・

営利活動 

利用者の思想、信仰は自由ですが、他の利用者に対する宗

教活動、政治活動及び営利活動はご遠慮ください。 
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令和  年  月  日 

  
 
 

指定障害福祉サービス事業所わらしべの家の生活介護事業のサービスの提供及

び利用の開始に際し、本書面に基づき重要事項の説明を行いました。 

  
  
事業所名：社会福祉法人わらしべの里 わらしべの家 

  
説明者職氏名： 管理者（施設長） 金坂 尚慶     印 

 
 
 
私は、本書面に基づいて事業所から指定障害福祉サービス事業所わらしべの家

の生活介護事業のサービスの提供及び利用について重要事項の説明を受け、同

意しました。 
なお、サービス利用時の呼称（呼び名）については下記の通り希望します。 

（福祉太郎さんの場合、福祉くん、福祉さん、太郎くん、太郎さん、タロちゃ

ん、タッちゃんなど、希望する呼び名をご記入下さい。） 

 
 
     希望呼称：                   

 
 

利用者 

 
住所：                     

 
   氏名：                   印 

 
 
  親権者 
（身元引受人） 

 
住所：                     

 
   氏名：                   印   


